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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　基板上に有機ＥＬ素子を含む画素部を複数配置した表示部と、
　前記表示部の外周に配置され、前記表示部に含まれる各画素部を駆動するための駆動電
圧を各画素部に供給する電源バス配線と、
　各々が、前記電源バス配線における複数の接続部のうちの１つの接続点にて前記電源バ
ス配線と接続され、出力電圧を生成して前記電源バス配線に供給する複数の帰還回路部と
、
　前記複数の帰還回路部を駆動するための高電源電圧と前記高電源電圧よりも低い低電源
電圧とからなる電源電圧を前記複数の帰還回路部の各々に供給する電源部と、
　前記電源バス配線の電圧に適用される目標電圧を規定する基準電圧を前記複数の帰還回
路部の各々に供給する基準電圧生成部と、を具備し、
　前記複数の帰還回路部の各々は、前記電源部から供給された電源電圧に基づいて前記出
力電圧を生成し、
　前記複数の帰還回路部の各々は、
　　前記電源電圧のうち前記高電源電圧が印加される第１電源端子と、
　　前記電源電圧のうち前記低電源電圧が印加される第２電源端子と、
　　前記基準電圧が印加される第１入力端子と、
　　前記電源バス配線の一部である接続部と接続された出力端子と、
　　前記電源バス配線の前記接続部での電圧が印加される第２入力端子と、
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　　前記第１電源端子、前記第２電源端子、前記第１入力端子、及び前記第２入力端子と
接続されたスイッチング制御回路と、
　　一方の端子を前記第１電源端子及び前記第２電源端子のうちのいずれか一方の電源端
子に接続され、他方の端子を前記出力端子に接続されたトランジスタと、を含み、
　　前記トランジスタのオンとオフとに応じて、前記一方の電源端子に印加される前記電
源電圧を前記出力端子に供給するかまたは遮断することにより、前記電源バス配線の前記
接続部での電圧が前記基準電圧に１よりも大きいゲインを乗じて得られる前記目標電圧又
は前記基準電圧と等しい前記目標電圧と等しくなるように、前記電源バス配線の前記接続
部での電圧に差分を加算した電圧を前記出力電圧として前記出力端子に出力し、
　加算される前記差分は、
　　前記帰還回路部の出力端子と前記電源バス配線の前記接続部との間の抵抗と、前記帰
還回路部の出力端子と前記電源バス配線の前記接続部との間に流れる電流と、の積によっ
て求められる電圧降下量に対応する、
　有機ＥＬ表示装置。
【請求項２】
　さらに、第１電極と第２電極とを有し、前記第１電極が前記バス配線と接続され、前記
第２電極が固定電位に接続される容量素子を備える、
　請求項１に記載の有機ＥＬ表示装置。
【請求項３】
　前記スイッチング制御回路は、
　比較器により前記接続部での電圧と前記基準電圧とを用いた比較動作を行い、前記接続
部での電圧が、前記基準電圧で規定される前記目標電圧よりも小さいと判定されると前記
トランジスタをオンさせるレベルＶｏｎのゲート信号を出力し、前記接続部での電圧が前
記目標電圧より大きいと判定されるとトランジスタを遮断させるレベルＶｏｆｆのゲート
信号を出力する、
　請求項１又は２に記載の有機ＥＬ表示装置
【請求項４】
　前記複数の帰還回路部の各々は、
　前記電源バス配線の前記接続部での電圧が、前記目標電圧より大きいと判定すると、前
記出力電圧の供給を停止して前記駆動電圧を低減する、
　請求項１から請求項３のいずれか１項に記載の有機ＥＬ表示装置。
【請求項５】
　前記複数の帰還回路部の各々は、
　前記電源バス配線の前記接続部での電圧が、前記目標電圧より小さいと判定すると、前
記出力電圧の供給を再開して前記駆動電圧を増加する、
　請求項４に記載の有機ＥＬ表示装置。
【請求項６】
　前記複数の帰還回路部の各々は、
　前記電源バス配線の前記接続部での電圧が、前記目標電圧より小さいと判定すると、前
記出力電圧の供給を停止して前記駆動電圧を増加する、
　請求項１から請求項３のいずれか１項に記載の有機ＥＬ表示装置。
【請求項７】
　前記複数の帰還回路部の各々は、
　前記電源バス配線の前記接続部での電圧が、前記目標電圧より大きいと判定すると、前
記出力電圧の供給を再開して前記駆動電圧を低減する、
　請求項６に記載の有機ＥＬ表示装置。
【請求項８】
　前記複数の接続部の各々は、前記電源バス配線において一定の間隔で設けられている、
　請求項１に記載の有機ＥＬ表示装置。
【請求項９】



(3) JP 5485396 B2 2014.5.7

10

20

30

40

50

　前記複数の帰還回路部の各々は、前記表示部の左右の少なくとも一方の周辺部に設けら
れる、
　請求項１又は８に記載の有機ＥＬ表示装置。
【請求項１０】
　前記複数の帰還回路部の各々は、前記表示部の上下の少なくとも一方の周辺部に設けら
れる、
　請求項１から請求項９のいずれか１項に記載の有機ＥＬ表示装置。
【請求項１１】
　各画素部に含まれる前記有機ＥＬ素子の第１電極に電気的に接続される複数の第１電源
線と、
　各画素部に含まれる前記有機ＥＬ素子の第２電極に電気的に接続される複数の第２電源
線と、を有し、
　前記複数の第１電源線及び前記複数の第２電源線のうちの一方は、前記電源バス配線に
接続される、
　請求項１から請求項１０のいずれか１項に記載の有機ＥＬ表示装置。
【請求項１２】
　前記複数の帰還回路部の各々は、前記電源バス配線の短辺側で前記電源バス配線に接続
され、
　前記複数の第１電源線及び前記複数の第２電源線の前記一方は、前記複数の帰還回路部
の各々の出力端子と前記電源バス配線との各接続部から分岐して前記表示部の横方向に配
置される、
　請求項１１に記載の有機ＥＬ表示装置。
【請求項１３】
　前記複数の帰還回路部の各々は、前記電源バス配線の長辺側で前記電源バス配線に接続
され、
　前記複数の第１電源線及び前記複数の第２電源線の前記一方は、前記複数の帰還回路部
の各々の出力端子と前記電源バス配線との各接続部から分岐して前記表示部の縦方向に配
置される、
　請求項１１に記載の有機ＥＬ表示装置。
【請求項１４】
　前記複数の帰還回路部の各々は、前記電源バス配線の短辺側及び長辺側で前記電源バス
配線に接続され、
　前記複数の第１電源線及び前記複数の第２電源線の前記一方は、前記複数の帰還回路部
の各々の出力端子と前記電源バス配線との各接続部から分岐して前記表示部の横方向及び
縦方向に配置される、
　請求項１１に記載の有機ＥＬ表示装置。
【請求項１５】
　前記電源バス配線は、前記表示部の外周に環状に設けられる、
　請求項１から請求項１４のいずれか１項に記載の有機ＥＬ表示装置。
【請求項１６】
　前記接続部は、
　　前記帰還回路部の前記出力端子に給電線を介して接続される給電点と、
　　前記帰還回路部の前記出力端子にモニター線を介して接続されるモニター点と、
　を有し、
　前記給電点と前記モニター点との距離は前記電源バス配線の配線幅以下である、
　請求項１から請求項１５のいずれか１項に記載の有機ＥＬ表示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は有機ＥＬ（Ｅｌｅｃｔｒｏ　Ｌｕｍｉｎｅｓｓｅｎｃｅ）表示装置に関し、特
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に、有機ＥＬ表示装置における表示品位を向上する技術に関する。
【背景技術】
【０００２】
　有機ＥＬ表示装置は、有機化合物の電界発光現象を利用して、高速な応答性および広い
視野角を有する自発光を得ることができる薄型軽量な発光表示装置として知られている。
有機ＥＬ表示装置は、個別に発光を制御される多数の画素部が平面状に配列された表示部
と、画素部の発光を制御する制御部とからなる。一般的に、表示部内の各画素部を発光さ
せるための画素電流は、表示部の外周に設けられた電源バス配線（単にバス配線とも言う
）を通して供給される。
【０００３】
　バス配線の電圧が不均一だと、バス配線から複数の発光画素部に不均一な電圧が供給さ
れ、その結果、発光輝度が表示面内で不均一になる不都合が生じる。そのため、従来、バ
ス配線に生じる電圧の不均一を低減するための種々の構成が提案されている。
【０００４】
　例えば、特許文献１に開示される発光表示装置は、表示部の上下に２つの電源線（バス
配線）を配し、各電源線と電源とをそれぞれ好適な長さの配線にて接続することで、電源
から各電源線までの配線抵抗が等しくなるように構成される。これにより、各電源線の電
圧降下が均一になることで、発光輝度が均一になる。
【０００５】
　また、例えば、特許文献２に開示されるディスプレイ装置は、表示部の両側に２つのサ
ブ電圧パッド（バス配線）を対向して配置し、２つのサブ電極パッド同士を低抵抗の連結
部で接続して構成される。このようなディスプレイ装置では、２つのサブ電圧パッドの電
圧が均一になることで、画面全体の輝度の均一化が図られる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】特許第４４２４５４９号公報
【特許文献２】特許第４４２６５６１号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　しかしながら、従来の技術では、表示パターンに依存して画素電流の大きさが表示面内
で偏っている場合に、バス配線と電源とを接続する配線の抵抗やバス配線自体の抵抗に起
因してバス配線に生じる電圧の不均一を解消することができない。
【０００８】
　バス配線に生じる電圧の不均一は、例えば、有機ＥＬ表示装置が大型化かつ狭額縁化し
、要求される画素電流に対して十分に低抵抗な（大きな面積の）バス配線を設けることが
できない場合においては、特に顕著になる。
【０００９】
　図１９は、従来の課題を、一般的な有機ＥＬ表示装置９の例を用いて説明する図である
。
【００１０】
　有機ＥＬ表示装置９は、表示パネル１９、パネル制御部５０、電源部６０、配線６１か
ら構成される。表示パネル１９は、表示部２０、バス配線２１、信号線駆動回路４０、ゲ
ート線駆動回路４２から構成される。
【００１１】
　表示部２０内には、個別に発光を制御される図示しない多数の画素部が平面状に配列さ
れている。表示部２０の外周部にはバス配線２１が設けられ、バス配線２１は、複数の接
続部２２において、配線６１を介して電源部６０に接続されている。バス配線２１の各接
続部２２から表示部２０の内部へ延びる配線により画素電流が供給される。
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【００１２】
　パネル制御部５０は、有機ＥＬ表示装置９の外部から、有機ＥＬ表示装置９にて表示さ
れるべき映像を表す映像信号を受信し、映像信号に応じて信号線駆動回路４０およびゲー
ト線駆動回路４２を制御する。
【００１３】
　表示部２０内の各画素部は、信号線駆動回路４０およびゲート線駆動回路４２からの制
御に応じて、バス配線２１の各接続部２２から供給される画素電流を用いて、個別の輝度
で発光する。これにより、表示部２０には、映像信号で表される映像が表示される。
【００１４】
　図１９において、バス配線２１および配線６１の抵抗が示されている。これらの抵抗は
、実際には、表示パネル１９上に形成される配線の抵抗や表示パネル１９に取り付けられ
るフレキシブル基板の配線の抵抗を含んでいる。
【００１５】
　一例として、図１９で示されるように、図面の左下隅の領域が高輝度（例えば白）であ
り、他の領域が均一な低輝度（例えば均一なグレー）である映像を表示することを考える
。このとき、高輝度領域内に位置する画素部には、他の画素部と比べて多くの画素電流が
流れ、画素電流の大きさが表示面内で偏る。
【００１６】
　そのような均一でない画素電流は、バス配線２１および配線６１の抵抗によって構成さ
れる回路網上に複雑な電圧の分布を形成する。その結果、各接続部２２の電圧Ｖｘ１、Ｖ

ｙ１・・・は不均一になる。具体的に、バス配線２１が正電源を供給する場合、高輝度領
域の近くに位置する接続部２２の電圧は、他の接続部２２の電圧よりも低くなる。
【００１７】
　バス配線２１における各接続部２２の電圧が不均一となることで、画素部の輝度（より
正確には、画素部に含まれる駆動トランジスタの動作点から決定される画素電流）が不均
一となり、表示される映像の品位が劣化する。具体的には図１９で示されるように、均一
なグレーで表示されるべき領域が、白の領域の近傍では暗く、白の領域から離れるにつれ
て明るくなるといった輝度むらが生じる。
【００１８】
　本発明は、上記の事情に鑑みてなされたものであり、表示部内の各画素部を発光させる
ための画素電流が、表示部の外周に設けられた電源線であるバス配線を通して供給される
有機ＥＬ表示装置であって、バス配線に生じる電圧の不均一に起因する表示品位の劣化を
軽減するための好適な構成を持つ有機ＥＬ表示装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１９】
　上記課題を解決するために、本発明に係る有機ＥＬ表示装置の１つの態様は、基板上に
有機ＥＬ素子を含む画素部を複数配置した表示部と、前記表示部の外周に配置され、前記
表示部に含まれる各画素部を駆動するための駆動電圧を各画素部に供給する電源バス配線
と、各々が、前記電源バス配線における複数の接続部のうちの１つの接続点にて前記電源
バス配線と接続され、出力電圧を生成して前記電源バス配線に供給する複数の帰還回路部
と、前記複数の帰還回路部を駆動するための高電源電圧と前記高電源電圧よりも低い低電
源電圧とからなる電源電圧を前記複数の帰還回路部の各々に供給する電源部と、前記電源
バス配線の電圧に適用される目標電圧を規定する基準電圧を前記複数の帰還回路部の各々
に供給する基準電圧生成部と、を具備し、前記複数の帰還回路部の各々は、前記電源部か
ら供給された電源電圧に基づいて前記出力電圧を生成し、前記複数の帰還回路部の各々は
、前記電源電圧のうち前記高電源電圧が印加される第１電源端子と、前記電源電圧のうち
前記低電源電圧が印加される第２電源端子と、前記基準電圧が印加される第１入力端子と
、前記電源バス配線の一部である接続部と接続された出力端子と、前記電源バス配線の前
記接続部での電圧が印加される第２入力端子と、前記第１電源端子、前記第２電源端子、
前記第１入力端子、及び前記第２入力端子と接続されたスイッチング制御回路と、一方の
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端子を前記第１電源端子及び前記第２電源端子のうちのいずれか一方の電源端子に接続さ
れ、他方の端子を前記出力端子に接続されたトランジスタと、を含み、前記トランジスタ
のオンとオフとに応じて、前記一方の電源端子に印加される前記電源電圧を前記出力端子
に供給するかまたは遮断することにより、前記電源バス配線の前記接続部での電圧が前記
基準電圧に１よりも大きいゲインを乗じて得られる前記目標電圧又は前記基準電圧と等し
い前記目標電圧と等しくなるように、前記電源バス配線の前記接続部での電圧に差分を加
算した電圧を前記出力電圧として前記出力端子に出力し、加算される前記差分は、前記帰
還回路部の出力端子と前記電源バス配線の前記接続部との間の抵抗と、前記帰還回路部の
出力端子と前記電源バス配線の前記接続部との間に流れる電流と、の積によって求められ
る電圧降下量に対応するものである。
【発明の効果】
【００２０】
　本発明によると、バス配線を表示部の縁に沿って配置し、複数の帰還回路部を表示部外
に配置し、帰還回路部は出力電圧を生成して、生成された出力電圧をバス配線の一部であ
る接続部に印加するとともに、接続部の電圧をモニターする。帰還回路部には基準電圧が
印加され、帰還回路部は、モニターされた電圧が印加された基準電圧で規定される目標電
圧と等しくなるように、出力電圧を調整するので、バス配線の接続部の電圧は表示パター
ンによらず均等になり、表示品位が向上する。
【００２１】
　この構成では、バス配線の低抵抗化を必要とせず、表示パターンに依存しないバス配線
の電圧の均一化が実現される。よって表示品位が向上すると共に、バス配線を大きな面積
に設ける必要がないので、狭額縁化の点でも有利である。
【図面の簡単な説明】
【００２２】
【図１】図１は、本発明の実施の形態における有機ＥＬ表示装置の機能的な構成の一例を
示すブロック図である。
【図２】図２は、本発明の実施の形態における有機ＥＬ表示装置の要部の一例を示すブロ
ック図である。
【図３】図３は、本発明の実施の形態における帰還回路部の一例を示す回路図である。
【図４】図４は、本発明の実施の形態における帰還回路部の一例を示す回路図である。
【図５】図５は、本発明の実施の形態における帰還回路部の一例を示す回路図である。
【図６】図６は、本発明の実施の形態における有機ＥＬ表示装置による表示例を示す図で
ある。
【図７】図７は、本発明の実施の形態における有機ＥＬ表示装置の機能的な構成の一例を
示すブロック図である。
【図８Ａ】図８Ａは、本発明の実施の形態における要部の配線形状の一例を示す平面図で
ある。
【図８Ｂ】図８Ｂは、本発明の実施の形態における要部の配線形状の一例を示す平面図で
ある。
【図９】図９は、本発明の実施の形態における有機ＥＬ表示装置の要部の実際的な一例を
示す等価回路図である。
【図１０】図１０は、本発明の実施の形態における帰還回路部の一例を示すブロック図で
ある。
【図１１】図１１は、本発明の実施の形態における帰還回路部の動作の一例を示すタイミ
ングチャートである。
【図１２】図１２は、本発明の実施の形態における帰還回路部の一例を示すブロック図で
ある。
【図１３】図１３は、本発明の実施の形態における帰還回路部の動作の一例を示すタイミ
ングチャートである。
【図１４】図１４は、本発明の実施の形態における有機ＥＬ表示装置の機能的な構成の一



(7) JP 5485396 B2 2014.5.7

10

20

30

40

50

例を示すブロック図である。
【図１５】図１５は、本発明の実施の形態における有機ＥＬ表示装置による表示例を示す
図である。
【図１６】図１６は、本発明の実施の形態における帰還回路部の一例を示すブロック図で
ある。
【図１７】図１７は、本発明の実施の形態における帰還回路部の動作の一例を示すタイミ
ングチャートである。
【図１８】図１８は、本発明の実施の形態における有機ＥＬ表示装置を用いたテレビジョ
ンセットの一例を示す外観図である。
【図１９】図１９は、従来の有機ＥＬ表示装置による表示例を示す図である。
【図２０】図２０は、出力端子に供給する電圧をオペアンプを用いて制御する比較例にお
ける電力ロスを説明する図である。
【発明を実施するための形態】
【００２３】
　本発明に係る有機ＥＬ表示装置の１つの態様は、基板上に有機ＥＬ素子を含む画素部を
複数配置した表示部と、前記表示部の外周に配置され、前記表示部に含まれる各画素部を
駆動するための駆動電圧を各画素部に供給する電源バス配線と、各々が、前記電源バス配
線における複数の接続部のうちの１つの接続点にて前記電源バス配線と接続され、出力電
圧を生成して前記電源バス配線に供給する複数の帰還回路部と、前記複数の帰還回路部を
駆動するための高電源電圧と前記高電源電圧よりも低い低電源電圧とからなる電源電圧を
前記複数の帰還回路部の各々に供給する電源部と、前記電源バス配線の電圧に適用される
目標電圧を規定する基準電圧を前記複数の帰還回路部の各々に供給する基準電圧生成部と
、を具備し、前記複数の帰還回路部の各々は、前記電源部から供給された電源電圧に基づ
いて前記出力電圧を生成し、前記複数の帰還回路部の各々は、前記電源電圧のうち前記高
電源電圧が印加される第１電源端子と、前記電源電圧のうち前記低電源電圧が印加される
第２電源端子と、前記基準電圧が印加される第１入力端子と、前記電源バス配線の一部で
ある接続部と接続された出力端子と、前記電源バス配線の前記接続部での電圧が印加され
る第２入力端子と、前記第１電源端子、前記第２電源端子、前記第１入力端子、及び前記
第２入力端子と接続されたスイッチング制御回路と、一方の端子を前記第１電源端子及び
前記第２電源端子のうちのいずれか一方の電源端子に接続され、他方の端子を前記出力端
子に接続されたトランジスタと、を含み、前記トランジスタのオンとオフとに応じて、前
記一方の電源端子に印加される前記電源電圧を前記出力端子に供給するかまたは遮断する
ことにより、前記電源バス配線の前記接続部での電圧が前記基準電圧に１よりも大きいゲ
インを乗じて得られる前記目標電圧又は前記基準電圧と等しい前記目標電圧と等しくなる
ように、前記電源バス配線の前記接続部での電圧に差分を加算した電圧を前記出力電圧と
して前記出力端子に出力し、加算される前記差分は、前記帰還回路部の出力端子と前記電
源バス配線の前記接続部との間の抵抗と、前記帰還回路部の出力端子と前記電源バス配線
の前記接続部との間に流れる電流と、の積によって求められる電圧降下量に対応する。
【００２４】
　本態様によると、前記電源バス配線の前記接続部での電圧が前記基準電圧で規定される
目標電圧と等しくなるように、前記電源バス配線の前記接続部での電圧に差分を加算した
電圧を前記出力電圧として前記出力端子に出力させる。
【００２５】
　ここで、加算される前記差分は、前記帰還回路部の出力端子と前記電源バス配線の前記
接続部との間の抵抗と、前記帰還回路部の出力端子と前記電源バス配線の前記接続部との
間に流れる電流と、の積によって求められる電圧降下量に対応する。
【００２６】
　これにより、前記帰還回路部の出力端子と前記電源バス配線の前記接続部との間の抵抗
で生じる電圧降下がキャンセルされるように、前記電源バス配線の前記接続部での電圧を
前記基準電圧で規定される目標電圧に補正するので、前記電圧降下量が変動しても、前記
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接続部での電圧の変動を防止できる。そのため、各画素部に供給される前記駆動電圧の変
動を抑制でき、映像の表示品質を向上することができる。
【００２７】
　さらには、前記帰還回路部は、スイッチング制御回路及びトランジスタを含む構成であ
り、スイッチング制御回路はトランジスタのオンオフを制御している。従って、前記トラ
ンジスタのオンとオフとに応じて、前記一方の電源端子に印加される前記電源電圧を前記
出力端子に供給するかまたは遮断する。これにより、前記電源バス配線の前記接続部での
電圧に差分を加算した電圧を前記出力電圧として前記出力端子に出力し、前記電源バス配
線の前記接続部での電圧が前記基準電圧で規定される前記目標電圧と等しくなるようにす
ることができる。
【００２８】
　また、前記帰還回路部内部において、一方の端子を前記一方の電源端子と接続し、他方
の端子を前記出力端子と接続したトランジスタを用いることにより、前記電源バス配線の
前記接続部での電圧が目標電圧よりも高い場合、電源電圧から出力端子に電圧を供給する
必要はなくなり、該トランジスタを遮断し、前記電源バス配線の前記接続部での電圧が目
標電圧よりも低い場合、電源電圧から出力端子に電圧を供給する必要があり、該トランジ
スタを十分低抵抗で導通させる。
　また、前記帰還回路部の出力端子及び前記電源バス配線の接続部と前記帰還回路部の出
力端子との間の抵抗で生じる電圧降下を、複数の接続部にて補正するので、前記帰還回路
部の出力端子及び前記電源バス配線の接続部と前記帰還回路部の出力端子との間に電圧降
下が発生しても、各接続部での電位を均一にすることができる。そのため、各画素部に供
給される前記駆動電圧のばらつきを抑制でき、映像の表示品質を向上することができる。
　また、前記第１入力端子に入力された前記基準電圧を増幅して（つまり１よりも大きい
ゲインを乗じて）前記目標電圧を設定する場合は、前記基準電圧生成部から供給する前記
基準電圧を小さくできる。そのため、前記基準電圧生成部から供給する前記基準電圧を低
減しつつ所望の電圧に対応する前記駆動電圧を出力することができ、消費電力を低減する
ことができる。
　また、前記電源バス配線の前記接続部での電圧が前記基準電圧と等しくなるように前記
電源バス配線の接続部での電圧を増減させることもできる。
【００２９】
　また、前記有機ＥＬ表示装置は、さらに、第１電極と第２電極とを有し、前記第１電極
が前記バス配線と接続され、前記第２電極が固定電位に接続される容量素子を備えてもよ
い。
【００３０】
　本態様によると、前記容量素子によって前記バス配線の電圧を平滑化することができる
。
【００３１】
　また、前記スイッチング制御回路は、比較器により前記接続部での電圧と前記基準電圧
とを用いた比較動作を行い、前記接続部での電圧が、前記基準電圧で規定される前記目標
電圧よりも小さいと判定されると前記トランジスタをオンさせるレベルＶｏｎのゲート信
号を出力し、前記接続部での電圧が前記目標電圧より大きいと判定されるとトランジスタ
を遮断させるレベルＶｏｆｆのゲート信号を出力してもよい。
【００３２】
　本態様によると、前記比較器により前記比較動作が行われる結果、前記電源バス配線の
前記接続部での電圧が前記基準電圧で規定される前記目標電圧と等しくなるようにするこ
とができる。
【００３３】
　また、前記帰還回路部は、前記電源バス配線の前記接続部での電圧が、前記目標電圧よ
り大きいと判定すると、前記出力電圧の供給を停止して前記駆動電圧を低減してもよい。
【００３４】
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　本態様によると、上記の電圧降下量が減少した場合、前記出力電圧の供給を停止して前
記駆動電圧を低減する。
【００３５】
　また、前記帰還回路部は、前記電源バス配線の前記接続部での電圧が、前記目標電圧よ
り小さいと判定すると、前記出力電圧の供給を再開して前記駆動電圧を増加してもよい。
【００３６】
　本態様によると、上記の電圧降下量が増加した場合、前記電源電圧の供給を再開して前
記駆動電圧を増加させて、前記目標電圧に収束させることができる。
【００３７】
　また、前記帰還回路部は、前記電源バス配線の前記接続部での電圧が、前記目標電圧よ
り小さいと判定すると、前記出力電圧の供給を停止して前記駆動電圧を増加してもよい。
【００３８】
　本態様によると、上記の電圧降下量が減少した場合、前記出力電圧の供給を停止して前
記駆動電圧を増加する。
【００３９】
　また、前記帰還回路部は、前記電源バス配線の前記接続部での電圧が、前記目標電圧よ
り大きいと判定すると、前記出力電圧の供給を再開して前記駆動電圧を低減してもよい。
【００４０】
　本態様によると、上記の電圧降下量が増加した場合、前記電源電圧の供給を再開して前
記駆動電圧を低減させて、前記目標電圧に収束させることができる。
【００４３】
　また、前記複数の接続部の各々は、前記電源バス配線において一定の間隔で設けられて
いてもよい。
【００４４】
　前記複数の帰還回路部の各々と前記電源バス配線との接続部の電位を前記第基準電圧と
等しくなるように制御した場合でも、前記電源バス配線の各接続部の間で、電圧降下が発
生する。そのため、各接続部の間隔が等間隔でない場合、各接続部間の電圧降下量にばら
つきが発生し、前記表示部に供給する電圧にばらつきが生じる。具体的には、接続部間の
距離が短いほど電圧降下による変動量が小さく、接続部間の距離が大きいほど電圧降下に
よる変動量が大きくなる。
【００４５】
　そこで、本態様によると、前記複数の帰還回路部の各々を前記電源バス配線と一定の間
隔で接続する。これにより、前記複数の帰還回路部の各々と前記電源バス配線との接続部
の間隔を一定にするので、前記電源バス配線の各接続部間で発生する電圧降下量を均一に
することができる。その結果、表示むらをより抑制することができる。
【００５０】
　また、前記複数の帰還回路部の各々は、前記表示部の左右の少なくとも一方の周辺部に
設けられてもよい。
【００５１】
　本態様によると、前記複数の帰還回路部を、前記表示部の左右の少なくとも一方の周辺
部に設けるものである。
【００５２】
　また、前記複数の帰還回路部の各々は、前記表示部の上下の少なくとも一方の周辺部に
設けられてもよい。
【００５３】
　本態様によると、前記複数の帰還回路部を、前記表示部の上下の少なくとも一方の周辺
部に設けるものである。
【００５４】
　また、前記有機ＥＬ表示装置は、各画素部に含まれる前記有機ＥＬ素子の第１電極に電
気的に接続される複数の第１電源線と、各画素部に含まれる前記有機ＥＬ素子の第２電極
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に電気的に接続される複数の第２電源線と、を有し、前記複数の第１電源線及び前記複数
の第２電源線のうちの一方は、前記電源バス配線に接続されてもよい。
【００５５】
　また、前記複数の帰還回路部の各々は、前記電源バス配線の短辺側で前記電源バス配線
に接続され、前記複数の第１電源線及び前記複数の第２電源線の前記一方は、前記複数の
帰還回路部の各々の出力端子と前記電源バス配線との各接続部から分岐して前記表示部の
横方向に配置されてもよい。
【００５６】
　また、前記複数の帰還回路部の各々は、前記電源バス配線の長辺側で前記電源バス配線
に接続され、前記複数の第１電源線及び前記複数の第２電源線の前記一方は、前記複数の
帰還回路部の各々の出力端子と前記電源バス配線との各接続部から分岐して前記表示部の
縦方向に配置されてもよい。
【００５７】
　また、前記複数の帰還回路部の各々は、前記電源バス配線の短辺側及び長辺側で前記電
源バス配線に接続され、前記複数の第１電源線及び前記複数の第２電源線の前記一方は、
前記複数の帰還回路部の各々の出力端子と前記電源バス配線との各接続部から分岐して前
記表示部の横方向及び縦方向に配置されてもよい。
【００５８】
　また、前記電源バス配線は、前記表示部の外周に環状に設けられてもよい。
【００５９】
　これらの態様によると、表示部の外周において、前記複数の帰還回路部の種々の配置が
可能となる。
【００６０】
　また、前記接続部は、前記帰還回路部の前記出力端子に給電線を介して接続される給電
点と、前記帰還回路部の前記出力端子にモニター線を介して接続されるモニター点と、を
有し、前記給電点と前記モニター点との距離は前記電源バス配線の配線幅以下であるとし
てもよい。
【００６１】
　本態様によると、前記給電点と前記モニター点とが前記電源バス配線の配線幅以下に近
接して設けられるので、前記電源バス配線の前記給電点と前記モニター点との間の電圧降
下に起因して生じる、前記駆動電圧の前記目標電圧に対する誤差を、前記電源バス配線の
配線幅に応じた上限値以下に抑制できる。
【００６４】
　（実施の形態）
　以下、本発明の実施の形態に係る有機ＥＬ表示装置について、図面を参照しながら詳細
に説明する。
【００６５】
　図１は、本発明の実施の形態における有機ＥＬ表示装置１の機能的な構成の一例を示す
ブロック図である。有機ＥＬ表示装置１では、従来技術の項で説明した図１９の有機ＥＬ
表示装置９の表示パネル１９に代えて帰還回路部８０を有する表示パネル１０が設けられ
、基準電圧生成部７０、基準電圧線７１が追加されている。また、図１では、表示部２０
の内部構造がより詳細に示されている。
【００６６】
　表示部２０内には、有機ＥＬ素子３３を含む複数の画素部３０が平面状に配列される。
複数の第１電源線３１が、バス配線２１の各接続部２２から分岐して表示部２０内に延設
される。また、詳細な図示は省略されているが、複数の第２電源線３２が表示部２０内に
設けられる。
【００６７】
　有機ＥＬ素子３３の第１電極（アノード）は第１電源線３１に電気的に接続され、有機
ＥＬ素子３３の第２電極（カソード）は第２電源線３２に電気的に接続されている。
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【００６８】
　信号線駆動回路４０は、信号線４１を介して画素部３０に輝度信号を供給する。ゲート
線駆動回路４２は、ゲート線４３を介して画素部３０に走査信号を供給する。
【００６９】
　画素部３０は、ゲート線４３から走査信号を印加されるに応じて、信号線４１から輝度
信号を取得し、取得された輝度信号で指示される輝度で有機ＥＬ素子３３を発光させる。
有機ＥＬ素子３３は、第１電源線３１および第２電源線３２から供給される電流にて発光
する。
【００７０】
　電源部６０は、各帰還回路部８０を駆動するための電源電圧を、配線６１を介して、各
帰還回路部８０に供給する。配線６１は、例えば、電源電圧の高電位と低電位とを供給す
るための２本の配線で構成される。
【００７１】
　基準電圧生成部７０は、バス配線２１の電圧に適用される目標電圧を規定するための基
準電圧を生成し、生成された基準電圧を、基準電圧線７１を介して各帰還回路部８０に供
給する。
【００７２】
　帰還回路部８０は、フィードバック制御による電圧調整器であって、配線６１を介して
供給される電源電圧から、出力電圧を生成する。帰還回路部８０は、バス配線２１の接続
部２２での電圧と、基準電圧生成部７０から印加される基準電圧で規定される目標電圧と
が等しくなるように、生成される出力電圧をフィードバック制御する。生成された出力電
圧は、配線抵抗を介してバス配線２１の一部である接続部２２に印加される。
【００７３】
　なお、帰還回路部８０、接続部２２、第１電源線３１の配置は、図１の例示に限定され
ない。
【００７４】
　例えば、帰還回路部８０は、表示部２０の左右の少なくとも一方の周辺部に設けられる
ものであり、図１に示されるように表示部２０の左側の周辺部のみに設けられる他に、表
示部２０の右側の周辺部のみに設けられてもよく、左右両側の周辺部に設けられてもよい
。また、帰還回路部８０は、表示部２０の上下の少なくとも一方の周辺部に設けられるも
のであり、図１に示されるように表示部２０の下側の周辺部のみに設けられる他に、表示
部２０の上側の周辺部のみに設けられてもよく、さらに、上下両側の周辺部に設けられて
もよい。
【００７５】
　また、図１に示されるように帰還回路部８０は表示部２０の短辺側および長辺側でバス
配線２１に接続され、第１電源線３１は表示部２０の横方向および縦方向に配置される他
に、帰還回路部８０は表示部２０の短辺側のみでバス配線２１に接続され、第１電源線３
１は表示部２０の横方向のみに配置されてもよく、また、帰還回路部８０は表示部２０の
長辺側のみでバス配線２１に接続され、第１電源線３１は表示部２０の縦方向のみに配置
されてもよい。
【００７６】
　帰還回路部８０の詳細について、説明を続ける。
【００７７】
　図２は、帰還回路部８０およびバス配線２１の接続部２２を含む有機ＥＬ表示装置１の
要部の一例を示すブロック図である。
【００７８】
　帰還回路部８０は、第１電源端子８３ａ、第２電源端子８３ｂ、第１入力端子８４、第
２入力端子８６、および出力端子８５を有している。
【００７９】
　第１電源端子８３ａおよび第２電源端子８３ｂには、配線６１を構成している配線６１
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ａ、６１ｂを介して電源電圧の高電位および低電位がそれぞれ印加される。第１入力端子
８４には、基準電圧線７１を介して基準電圧が印加される。
【００８０】
　出力端子８５は、給電線８１を介して接続部２２に接続され、第２入力端子８６は、モ
ニター線８２を介して接続部２２に接続される。
【００８１】
　図３は、帰還回路部８０の具体例としての帰還回路部８０ａの回路図である。
【００８２】
　帰還回路部８０ａは、誤差増幅器８７から構成される。誤差増幅器８７は、第１電源端
子８３ａおよび第２電源端子８３ｂに印加される電源電圧にて動作する。誤差増幅器８７
のマイナス入力には、接続部２２の電圧ＶＣＯＮＮがモニター電圧ＶＭＯＮとして印加さ
れる。誤差増幅器８７のプラス入力には、基準電圧ＶＲＥＦが印加される。
【００８３】
　誤差増幅器８７は、モニター電圧ＶＭＯＮと基準電圧ＶＲＥＦとを比較することによっ
て、出力端子８５における出力電圧を調整する。モニター電圧ＶＭＯＮは、モニター電圧
ＶＭＯＮに、給電線８１の抵抗と、出力端子８５に流れる電流との積によって求められる
電圧降下量を加算した電圧となるように調整される。
【００８４】
　これにより、帰還回路部８０ａからの出力電圧は、給電線８１の抵抗に生じる電圧降下
をキャンセルするように増減するので、接続部２２の電圧ＶＣＯＮＮは、基準電圧ＶＲＥ

Ｆと等しくなるように維持される。その結果、バス配線２１の各接続部２２での電圧が、
表示パターンによらず、目標電圧に均一化される。
【００８５】
　図４は、帰還回路部８０の他の具体例としての帰還回路部８０ｂの回路図である。
【００８６】
　帰還回路部８０ｂは、帰還回路部８０ａと比べて、第３電源端子８３ｃが追加されると
ともに、ゲイン抵抗Ｒ１、Ｒ２が追加される。帰還回路部８０ｂにおいて、第１入力端子
８４には、第１基準電圧としての基準電圧ＶＲＥＦが印加され、さらに第３電源端子８３
ｃには、第２基準電圧としてのバイアス電圧ＶＢＩＡＳが印加される。
【００８７】
　ゲイン抵抗Ｒ１、Ｒ２は、第１入力端子８４と第２入力端子８６との間に印加された電
圧、つまり、モニター電圧ＶＭＯＮと基準電圧ＶＲＥＦとの差電圧を分圧する。分圧され
た電圧は、誤差増幅器８７のマイナス入力に印加される。
【００８８】
　バイアス電圧ＶＢＩＡＳは、例えば、基準電圧生成部７０によって生成され、図示しな
い配線を介して供給されてもよい。また、接地電圧である０Ｖを、バイアス電圧ＶＢＩＡ

Ｓとして用いてもよい。バイアス電圧ＶＢＩＡＳは、誤差増幅器８７のプラス入力に印加
される。
【００８９】
　ここで、第１基準電圧としての基準電圧ＶＲＥＦは、帰還回路部８０ｂからの出力電圧
より低い電位の電圧であって、帰還回路部８０ｂから出力される出力電圧の絶対値を当該
絶対値より小さい電位の電圧に変換するための基準電圧である。
【００９０】
　また、第２基準電圧としてのバイアス電圧ＶＢＩＡＳは、帰還回路部８０ｂからの出力
電圧より低い電位の電圧であって、前記出力電圧を調整するための基準電圧である。
【００９１】
　帰還回路部８０ｂによれば、ゲイン抵抗Ｒ１、Ｒ２の抵抗値をそれぞれＲ１、Ｒ２とす
るとき、接続部２２の電圧ＶＣＯＮＮは、基準電圧ＶＲＥＦとバイアス電圧ＶＢＩＡＳと
で規定される目標電圧である－（Ｒ２／Ｒ１）ＶＲＥＦ＋（１＋Ｒ２／Ｒ１）ＶＢＩＡＳ

になるように維持される。
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【００９２】
　つまり、ゲイン抵抗Ｒ１、Ｒ２の抵抗値をＲ２＞Ｒ１となるように選択することで、基
準電圧ＶＲＥＦに１よりも大きいゲインを乗じた電圧が接続部２２の電圧ＶＣＯＮＮに対
する目標電圧として用いられる。これにより、低電圧の基準電圧ＶＲＥＦを用いて所望の
目標電圧を規定することができるので、基準電圧生成部７０を低電圧の回路構成とするこ
とが可能となり、基準電圧生成部７０における回路面積の削減及び消費電力の低減が可能
となる。
【００９３】
　図５は、帰還回路部８０の他の具体例としての帰還回路部８０ｃの回路図である。
【００９４】
　帰還回路部８０ｃは、帰還回路部８０ａに対して、バイアス電圧ＶＢＩＡＳを印加され
る第３電源端子８３ｃが追加されるとともに、ゲイン抵抗Ｒ１、Ｒ２が追加される。バイ
アス電圧ＶＢＩＡＳは、例えば、基準電圧生成部７０から供給されてもよく、また接地電
圧である０Ｖを用いてもよい。
【００９５】
　帰還回路部８０ｃによれば、ゲイン抵抗Ｒ１、Ｒ２の抵抗値をそれぞれＲ１、Ｒ２とす
るとき、接続部２２の電圧ＶＣＯＮＮは、基準電圧ＶＲＥＦとバイアス電圧ＶＢＩＡＳと
で規定される目標電圧である（１＋Ｒ２／Ｒ１）ＶＲＥＦ＋（Ｒ２／Ｒ１）ＶＢＩＡＳに
なるように維持される。　
【００９６】
　つまり、ゲイン抵抗Ｒ１、Ｒ２の抵抗値によらず、基準電圧ＶＲＥＦに１よりも大きい
ゲインを乗じた電圧が接続部２２の電圧ＶＣＯＮＮに対する目標電圧として用いられる。
これにより、低電圧の基準電圧ＶＲＥＦを用いて所望の目標電圧を規定することができる
ので、基準電圧生成部７０を低電圧の回路構成とすることが可能となり、基準電圧生成部
７０における回路面積の削減及び消費電力の低減が可能となる。
【００９７】
　図６は、有機ＥＬ表示装置１において、図１９の説明で用いた映像を表示した場合に得
られる表示結果の一例を示す図である。
【００９８】
　図６に示されるように、有機ＥＬ表示装置１では、バス配線２１の各接続部２２におけ
る電圧が基準電圧に応じた目標電圧Ｖに均一化されるので、従来の有機ＥＬ表示装置９に
おいて見られるような表示品位の劣化、すなわち、均一な輝度で表示されるべき領域内に
おいて輝度の不均一が生じる不都合が軽減される。
【００９９】
　以上説明したように、有機ＥＬ表示装置１によれば、帰還回路部８０によってバス配線
２１の接続部２２での電圧が基準電圧ＶＲＥＦで規定される目標電圧に維持されるので、
バス配線２１の低抵抗化を必要とせず、かつ表示パターンによらず、バス配線２１の各接
続部２２での電圧が均一になる。その結果、高輝度領域を含む映像を表示した場合でも、
高輝度領域の近傍領域の輝度が低下することがなく、表示品位が向上する。また、バス配
線２１の低抵抗化が必要ないために、バス配線を大面積に設ける必要がなく、狭額縁化に
適している。
【０１００】
　なお、各帰還回路部８０には独立した基準電圧が印加されてもよいし、バス配線２１の
各接続部２２における目標電圧Ｖは、表示パターンに応じてそれぞれ異なる電圧であって
もよい。
【０１０１】
　図７は、そのような変形に係る有機ＥＬ表示装置２の機能的な構成の一例を示すブロッ
ク図である。
【０１０２】
　図７に示されるように、有機ＥＬ表示装置２において、表示パネル１１には、帰還回路
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部８０の各々に対応して設けられた複数の配線から構成される基準電圧線７３が設けられ
る。基準電圧生成部７２は、個々の帰還回路部８０に対して独立した基準電圧を生成し、
生成した基準電圧を基準電圧線７３の中の対応する配線を介して帰還回路部８０へ印加す
る。
【０１０３】
　このような構成において、例えば、高輝度領域の近くに位置する帰還回路部８０に対し
て、他の帰還回路部８０に対するよりも高い基準電圧を印加してもよい。それにより、接
続部２２から表示部２０の内部へ延びる第１電源線３１で生じる電圧降下が補償されるの
で、表示品位がさらに向上することが期待される。
【０１０４】
　次に、接続部２２のより実際的な構成について説明する。
【０１０５】
　上記では簡明のため、帰還回路部８０の出力端子８５および第２入力端子８６は、いず
れもバス配線２１の一部である接続部２２に接続されるとだけ説明したが、実際には、出
力端子８５は給電線８１を介して、また第２入力端子８６はモニター線８２を介して、そ
れぞれバス配線２１の接続部２２内におけるある大きさをもった領域に接続される。
【０１０６】
　図８Ａ、図８Ｂは、接続部２２の近傍におけるバス配線２１、給電線８１、モニター線
８２の配線形状の一例を示した平面図であり、バス配線２１に、図面の左方から、給電線
８１およびモニター線８２が接続される様子が示されている。
【０１０７】
　バス配線２１と、給電線８１およびモニター線８２のそれぞれとが接続される領域が点
線の囲みで示されている。本明細書では、バス配線２１と給電線８１との接続領域の中心
点を給電点２３と定義し、バス配線２１とモニター線８２との接続領域の中心点をモニタ
ー点２４と定義する。
【０１０８】
　図９は、このような実際的な構成に対応する等価回路図である。
【０１０９】
　図９の等価回路図は、図３の回路図と比べて、給電点２３とモニター点２４とがバス配
線２１の異なる位置に設けられ、バス配線２１が有している抵抗で接続される。
【０１１０】
　給電線８１の抵抗値をＲ１、給電線８１に生じる電圧降下量をΔＶＲ１、給電点２３と
モニター点２４との間のバス配線２１の抵抗値をＲ２、接続部２２とモニター点２４との
間に生じる電圧降下量をΔＶＲ２とするとき、給電点２３の電圧ＶＣＯＮＮは、モニター
点２４の電圧ＶＭＯＮと比べてΔＶＲ２高い電圧に維持される。
【０１１１】
　ここで、目標電圧に維持されるのはモニター点２４の電圧ＶＭＯＮであり、画素部３０
へ供給される駆動電圧は給電点２３の電圧ＶＣＯＮＮであるため、ΔＶＲ２は、駆動電圧
の目標電圧に対する誤差になる。
【０１１２】
　この誤差を低減するために、本発明の有機ＥＬ表示装置１では、一例として、図８Ａ、
図８Ｂに示されるように、給電点２３とモニター点２４との間の距離ｄが、バス配線２１
の幅ｗ以下であると規定する。すなわち、図８Ａが、給電点２３とモニター点２４とが最
も近接して設けられた形状の一例を表し、図８Ｂが、給電点２３とモニター点２４とが最
も離間して設けられた形状の一例を表している。
【０１１３】
　以上、帰還回路部８０の誤差増幅器を用いたいくつかの具体例および、接続部の実際的
な構成例について説明した。続いて、帰還回路部８０のさらに他の具体例について説明す
る。
【０１１４】
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　図１０は、帰還回路部８０のさらに他の具体例としての帰還回路部９０ａの回路図であ
る。なお、接続部２２は再び簡略化されている。
【０１１５】
　帰還回路部９０ａは、スイッチング動作を行う原理的な帰還回路部の一例であり、スイ
ッチング制御回路９１ａとトランジスタ９２とから構成される。スイッチング制御回路９
１ａは、内蔵する比較器（不図示）にて接続部２２の電圧ＶＣＯＮＮ（＝ＶＭＯＮ）と基
準電圧ＶＲＥＦとを用いた比較動作を行う。そして、接続部２２の電圧ＶＣＯＮＮが、基
準電圧ＶＲＥＦで規定される目標電圧よりも小さいと判定されるとトランジスタ９２をオ
ンさせるレベルＶｏｎのゲート信号ＶＧを出力し、電圧ＶＣＯＮＮが前記目標電圧より大
きいと判定されるとトランジスタ９２を遮断させるレベルＶｏｆｆのゲート信号ＶＧを出
力する。
【０１１６】
　トランジスタ９２は、一方のソースドレイン端子を第１電源端子８３ａに接続され、他
方のソースドレイン端子を出力端子８５に接続され、スイッチング制御回路９１ａから印
加されるゲート信号ＶＧに応じて、第１電源端子８３ａに印加される電源電圧を出力端子
８５に供給するかまたは遮断する。接続部２２の電圧ＶＣＯＮＮは、バス配線２１及び接
続部２２から表示部２０の内部へ延設される第１電源線３１（図１）の容量であるコンデ
ンサ８８ａによって平滑化される。なお、このコンデンサ８８ａは、パネルの寄生容量で
あってもよい。また、コンデンサ８８ａとして、第１電極と第２電極とを有し、前記第１
電極がバス配線２１と接続され、前記第２電極が固定電位に接続される容量素子を設けて
もよい。
【０１１７】
　ここで、図２０を参照して、出力端子に供給する電圧をオペアンプを用いて制御する比
較例について説明する。この比較例では、正電源側のスイッチはアナログ制御電圧で制御
される。これにより、正電源側とＡ点ではアナログ制御電圧で制御されたスイッチを介す
ることにより、電圧降下が生じる。その電圧降下量は、正電源の電位をＶ＋とし、Ａ点で
の電位をＶＡとすると、（Ｖ＋－ＶＡ）である。そのため、流れる電流Ｉtotとの積であ
る（Ｖ＋－ＶＡ）×Ｉtotが電力ロスとなる。
【０１１８】
　それに対し、本態様では、帰還回路部９０ａは、スイッチング制御回路９１ａ及びトラ
ンジスタ９２を含む構成であり、スイッチング制御回路９１ａはトランジスタ９２のオン
オフを制御している。さらに、帰還回路部９０ａの内部において、一方の端子を電源端子
８３ａと接続し、他方の端子を出力端子８５と接続したトランジスタ９２を用いることに
より、バス配線２１の接続部２２での電圧が目標電圧より低い場合、電源電圧から出力端
子８５に電圧を供給する必要はなくなり、トランジスタ９２を遮断し、バス配線２１の接
続部２２での電圧が目標電圧より高い場合、電源電圧から出力端子８５に電圧を供給する
ため、トランジスタ９２を低抵抗（理想はゼロオーム）となるようにオンする。これによ
り、オペアンプを用いた比較例において生じる電力ロスを低減でき、効率良く、電源電圧
から出力端子に目標電圧を供給することができる。
【０１１９】
　図１１は、帰還回路部９０ａの動作の一例を示すタイミングチャートである。このタイ
ミングチャートでは、第１電源端子８３ａに印加される電源電圧はＶＤＤ１、基準電圧Ｖ

ＲＥＦで規定される目標電圧はＶＤＤと表記される。図１１には、それぞれ異なる大きさ
の画素電流に対応する２例の波形が示される。具体的に、図１１の左側の波形は明るい画
を表示しているために大きな画素電流が流れる場合を示し、図１１の右側の波形は暗い画
を表示しているために小さな画素電流が流れる場合を示している。
【０１２０】
　ゲート信号ＶＧがＶｏｎレベルになりトランジスタ９２がオンすると、第１電源端子８
３ａに印加された電源電圧ＶＤＤ１が出力端子８５から接続部２２に供給され、大きさが
ｉｏｎの出力電流ｉＯＵＴが流れる。接続部２２の電圧ＶＣＯＮＮは、バス配線２１およ
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び表示部２０内の第１電源線３１の容量とｉｏｎとで決まる時定数でＶＤＤ１に向かって
上昇する。
【０１２１】
　時刻ｔ１において、接続部２２の電圧ＶＣＯＮＮが目標電圧ＶＤＤより高くなると、ス
イッチング制御回路９１ａによる固有の遅延時間の後にゲート信号ＶＧがＶｏｆｆレベル
になってトランジスタ９２がオフする。また、固有の遅延時間とは、実際に接続部２２の
電圧ＶＣＯＮＮが目標電圧ＶＤＤを超えた時と、その時以降であってスイッチング制御回
路が電圧ＶＣＯＮＮと目標電圧ＶＤＤとを比較しトランジスタ９２をオフとする動作を開
始した時との時間差である。
【０１２２】
　その結果、出力端子８５から接続部２２への電源電圧の供給は遮断され出力電流ｉＯＵ

Ｔは停止する。接続部２２の電圧ＶＣＯＮＮは、バス配線２１および表示部２０内の第１
電源線３１の容量と表示部を構成する画素回路群の抵抗成分（抵抗成分とは電圧ＶＣＯＮ

Ｎが単位電圧あたり変化した時のパネル電流値の変化率の逆数）とで決まる時定数で（つ
まり、明るい画を表示しているときは暗い画を表示しているときに比べて相対的に小さい
時定数で、暗い画を表示しているときは明るい画を表示しているときに比べて相対的に大
きな時定数で）接地電圧である０Ｖに向かって降下する。
【０１２３】
　このようにしてオン電流ｉｏｎが断続的に流れる結果、出力電流ｉＯＵＴの平均値とし
て、明るい画を表示しているときには大きな平均電流ｉａが流れ、暗い画を表示している
ときには小さな平均電流ｉｂが流れる。
【０１２４】
　時刻ｔ２において、接続部２２の電圧ＶＣＯＮＮが目標電圧ＶＤＤより低くなると、ス
イッチング制御回路９１ａの固有の遅延時間の後にゲート信号ＶＧがＶｏｎレベルになっ
てトランジスタ９２がオンする。
【０１２５】
　このような動作が繰り返されることにより、接続部２２の電圧ＶＣＯＮＮは目標電圧Ｖ
ＤＤを含む所定の電圧範囲に維持される。
【０１２６】
　図１２は、帰還回路部８０のさらに他の具体例としての帰還回路部９０ｂの回路図であ
る。
【０１２７】
　帰還回路部９０ｂは、ＰＷＭ（パルス幅変調）スイッチング動作を行う、より実用的な
帰還回路部の一例であり、スイッチング制御回路９１ｂ、トランジスタ９２、９３、およ
びコイル９４から構成される。スイッチング制御回路９１ｂは、誤差増幅器９５、ＰＷＭ
比較器９６、ＰＷＭ制御器９７、および三角波生成器９８から構成される。
【０１２８】
　図１３は、帰還回路部９０ｂの動作の一例を示すタイミングチャートである。タイミン
グチャートでは、第１電源端子８３ａに印加される電源電圧はＶＤＤ１、第２電源端子８
３ｂに印加される電源電圧はＶＤＤ２、基準電圧ＶＲＥＦで規定される目標電圧はＶＤＤ
と表記される。図１３には、図１１と同様に、表示される画の明暗に応じてそれぞれ異な
る画素電流に対応する２例の波形が示される。
【０１２９】
　最初に、スイッチング制御回路９１ｂから印加されるゲート信号ＶＧ１、ＶＧ２に応じ
て、トランジスタ９２はＯＮ、トランジスタ９３はＯＦＦとなっており、コイル９４は第
１電源端子８３ａに接続されているとする。
【０１３０】
　接続部２２の電圧ＶＣＯＮＮは、第１電源端子８３ａに印加される電源電圧ＶＤＤ１に
近づこうとする。誤差増幅器９５は、第２入力端子８６に印加される電圧ＶＭＯＮ（＝Ｖ

ＣＯＮＮ）と第１入力端子８４に印加される電圧ＶＲＥＦとを用いた比較動作を行う。
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【０１３１】
　時刻ｔ１において、接続部２２の電圧ＶＣＯＮＮが目標電圧ＶＤＤよりも大きくなり、
誤差増幅器９５の比較結果が反転すると、ＰＷＭ制御器９７は、ゲート信号ＶＧ１、ＶＧ

２のそれぞれのレベルを、順次時間差を与えて反転することにより、トランジスタ９２を
オフさせた後、トランジスタ９３をオンさせる。これにより、コイル９４の接続が第１電
源端子８３ａから第２電源端子８３ｂに切り替わる。
【０１３２】
　このとき、第１電源端子８３ａからトランジスタ９２およびコイル９４を経由して出力
端子８５へ流れていた出力電流ｉＯＵＴは、コイル９４の接続が切り替わった後も、コイ
ル９４の自己誘導により、第２電源端子８３ｂからトランジスタ９３およびコイル９４を
経由して出力端子８５へ流れ続ける。
【０１３３】
　コイル９４に蓄えられていた自己誘導のエネルギーは時間と共に減少し、出力電流ｉＯ

ＵＴが減少して出力端子８５の電圧が小さくなり、接続部２２の電圧ＶＣＯＮＮは第２電
源端子８３ｂの電圧のＶＤＤ２に近づこうとする。
【０１３４】
　時刻ｔ２において、接続部２２の電圧ＶＣＯＮＮが目標電圧ＶＤＤよりも小さくなり、
誤差増幅器９５の比較結果が反転すると、ＰＷＭ制御器９７は、ゲート信号ＶＧ２、ＶＧ

１のそれぞれのレベルを、順次時間差を与えて反転することにより、トランジスタ９３を
オフさせた後、トランジスタ９２をオンさせる。これにより、コイル９４の接続が第２電
源端子８３ｂから第１電源端子８３ａに切り替わる。
【０１３５】
　このような動作が繰り返されることにより、接続部２２の電圧ＶＣＯＮＮは目標電圧Ｖ
ＤＤを含む所定の電圧範囲に維持される。
【０１３６】
　スイッチング制御回路を用いて帰還回路部を構成することにより、帰還回路部内におけ
る電力消費が削減されるので、有機ＥＬ表示装置の電力効率を向上し、また発熱対策を簡
素化できる効果が期待される。
【０１３７】
　上記では、バス配線２１を各画素部３０に対する正電源として用いる構成について説明
してきた。例えば、図１の有機ＥＬ表示装置１では、帰還回路部８０によって目標電圧に
制御されたバス配線２１の駆動電圧を、各画素部３０に対する高位側の電源電圧として用
いることで、バス配線２１から各画素部３０へ画素電流が供給される。
【０１３８】
　これに対し、バス配線２１を負電源として用いる別の構成を考えることができる。以下
では、そのような構成について説明する。
【０１３９】
　図１４は、バス配線２１を負電源として用いる有機ＥＬ表示装置３の機能的な構成の一
例を示すブロック図である。
【０１４０】
　有機ＥＬ表示装置３では、図１の有機ＥＬ表示装置１の表示パネル１０に代えて、表示
パネル１２が用いられる。表示パネル１２は、負電源を供給可能な帰還回路部９０ｃを有
し、複数の第２電源線３２が、バス配線２１の各接続部２２から分岐して表示部２５内に
延設される。また、詳細な図示は省略されているが、複数の第１電源線３１が表示部２５
内に設けられる。
【０１４１】
　有機ＥＬ素子３３の第１電極（アノード）は、駆動トランジスタを介し、第１電源線３
１に電気的に接続され、有機ＥＬ素子３３の第２電極（カソード）は第２電源線３２に電
気的に接続されている。
【０１４２】
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　図１５に示されるように、有機ＥＬ表示装置３では、帰還回路部９０ｃによって目標電
圧に制御されたバス配線２１の駆動電圧を、各画素部３０に対する低位側の電源電圧とし
て用いることで、各画素部３０からバス配線２１へ画素電流が引き抜かれる。
【０１４３】
　図１６は、帰還回路部９０ｃの一例を示す回路図である。
【０１４４】
　帰還回路部９０ｃは、図１０の帰還回路部９０ａと比べて、スイッチング制御回路９１
ｃの機能と、トランジスタ９２の接続とが変更される。
【０１４５】
　スイッチング制御回路９１ｃは、内蔵する比較器（不図示）にて接続部２２の電圧ＶＣ

ＯＮＮ（＝ＶＭＯＮ）と基準電圧ＶＲＥＦとを用いた比較動作を行う。そして、接続部２
２の電圧ＶＣＯＮＮが、基準電圧ＶＲＥＦで規定される目標電圧よりも大きいと判定され
るとトランジスタ９２をオンさせるレベルＶｏｎのゲート信号ＶＧを出力し、電圧ＶＣＯ

ＮＮが前記目標電圧より小さいと判定されるとトランジスタ９２を遮断させるレベルＶｏ

ｆｆのゲート信号ＶＧを出力する。
【０１４６】
　トランジスタ９２は、一方のソースドレイン端子を第２電源端子８３ｂに接続され、他
方のソースドレイン端子を出力端子８５に接続され、スイッチング制御回路９１ｃから印
加されるゲート信号ＶＧに応じて、第２電源端子８３ｂに印加される電源電圧を出力端子
８５に供給するかまたは遮断する。接続部２２の電圧ＶＣＯＮＮは、バス配線２１及び接
続部２２から表示部２５の内部へ延設される第２電源線３２（図１４）の容量であるコン
デンサ８８ｂによって平滑化される。
【０１４７】
　図１７は、帰還回路部９０ｃの動作の一例を示すタイミングチャートである。このタイ
ミングチャートでは、第２電源端子８３ｂに印加される電源電圧はＶＤＤ２、基準電圧Ｖ

ＲＥＦで規定される目標電圧はＶＤＤと表記される。また、帰還回路部９０ｃの出力電流
は吸い込み方向であることを考慮して－ｉｏｕｔと表記される。図１７には、図１１と同
様に、表示される画の明暗に応じてそれぞれ異なる大きさの画素電流に対応する２例の波
形が示される。
【０１４８】
　図１７に示されるように、帰還回路部９０ｃは、帰還回路部９０ａとは対称的に動作す
る。このような動作によって、バス配線２１の接続部２２での電圧ＶＣＯＮＮは目標電圧
ＶＤＤを含む所定の電圧範囲に維持される。
【０１４９】
　ここまで、帰還回路部によりバス配線の電圧を均等化する有機ＥＬ表示装置１～３につ
いて、誤差増幅器を用いて帰還回路部を構成した有機ＥＬ表示装置、およびスイッチング
制御回路（例えば、直流電圧変換器またはＤＣ－ＤＣ変換器）を用いて帰還回路部を構成
した有機ＥＬ表示装置の具体例を示して説明してきた。このような有機ＥＬ表示装置１～
３は、テレビジョンセット、パーソナルコンピュータ、携帯型情報端末などの各種の機器
において、高品位の映像を表示するために用いることができる。
【０１５０】
　図１８は、有機ＥＬ表示装置１、２または３を用いたテレビジョンセット１００の外観
を示す外観図である。テレビジョンセット１００では、有機ＥＬ表示装置１、２または３
が用いられることで、例えば、部分的に高輝度領域を含むような映像を、高輝度領域以外
の領域の輝度の不均一を抑えて、高品位に表示することができる。
【０１５１】
　以上、本発明の有機ＥＬ表示装置について実施の形態に基づいて説明した。本発明は、
これらの実施の形態に限定されるものではない。本発明の趣旨を逸脱しない限り、当業者
が思いつく各種変形を各実施の形態に施したものや、異なる実施の形態における構成要素
を組み合わせて得られる形態も、本発明の範囲内に含まれる。
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【産業上の利用可能性】
【０１５２】
　本発明は、有機ＥＬ表示装置などの映像表示装置に適用できる。
【符号の説明】
【０１５３】
　　１、２、３、９　　有機ＥＬ表示装置
　　１０、１１、１２、１９　　表示パネル
　　２０、２５　　表示部
　　２１　　バス配線
　　２２　　接続部
　　２３　　給電点
　　２４　　モニター点
　　３０　　画素部
　　３１　　第１電源線
　　３２　　第２電源線
　　３３　　有機ＥＬ素子
　　４０　　信号線駆動回路
　　４１　　信号線
　　４２　　ゲート線駆動回路
　　４３　　ゲート線
　　５０　　パネル制御部
　　６０　　電源部
　　６１、６１ａ、６１ｂ　　配線
　　７０、７２　　基準電圧生成部
　　７１、７３　　基準電圧線
　　８０、８０ａ、８０ｂ、８０ｃ、９０ａ、９０ｂ、９０ｃ　　帰還回路部
　　８１　　給電線
　　８２　　モニター線
　　８３ａ　　第１電源端子
　　８３ｂ　　第２電源端子
　　８３ｃ　　第３電源端子
　　８４　　第１入力端子
　　８５　　出力端子
　　８６　　第２入力端子
　　８７　　誤差増幅器
　　８８ａ、８８ｂ　　コンデンサ
　　９１ａ、９１ｂ、９１ｃ　　スイッチング制御回路
　　９２、９３　　トランジスタ
　　９４　　コイル
　　９５　　誤差増幅器
　　９６　　ＰＷＭ比較器
　　９７　　ＰＷＭ制御器
　　９８　　三角波生成器
　　１００　　テレビジョンセット
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